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日本通信、初めての縛りなしの音声サービスを Amazon.co.jp で販売開始 

 
日本通信株式会社は、当社としては初の 2 年契約の縛りがない音声サービス「スマホ電話 SIM」を、8 月

25 日（土）より総合オンラインストア「Amazon.co.jp（http://www.amazon.co.jp）」で販売開始すること

になりましたので、お知らせいたします。全ての携帯電話がスマートフォンに切り替わるのは時間の問題

です。ご利用中の携帯電話の解約月にあわせてこの「スマホ電話 SIM」をお使いいただければ、ペナルテ

ィなしでスマートフォンに移行することが可能になります。価格は 3,150 円(初期手数料相当)で、パッケー

ジの中には、3G（ドコモ FOMA®）ネットワークに対応したスマホ電話 SIM が入っています。 
 
当社では SIM パートナーの Amazon.co.jp 様向けに、今年 5 月に LTE 対応データ SIM を Amazon.co.jp
限定で発売し、6 月には 2 枚の SIM で月間 2GB までたっぷり使える PairGB SIM を発売しました。これ

までにない手軽なデータ通信 SIM として、スマートフォンやモバイル WiFi ルーターの「持ち歩けるイン

ターネット」機能を利用するお客様に広くご愛顧を頂いています。 
 
この度、2 年契約の縛りがない音声サービスとして、初めての電話

SIM、「スマホ電話 SIM」が Amazon.co.jp にて販売されます。音

声サービスの利用には本人確認が法的に義務づけられていますが、

当社のもつソリューション力により、店舗の営業時間を気にせず

好きな時間に在宅で音声サービスを購入できる便利な仕組みによ

り、Amazon.co.jp で初めての電話 SIM の販売を実現しました。 
 
世界的には携帯電話は完全にスマートフォンにとってかわり、日

本も移行期にあります。お客さま購入済みのドコモネットワーク

対応の携帯端末が 6,000 万台を超える中、当社パートナーの SIM
ラインナップに 2 年契約の縛りがない音声サービス、当社の「ス

マホ電話 SIM」が加わることで、大変多くのお客様がスムーズに

携帯電話をスマートフォンに切替えることが可能となります。 

 
 
 
 

 

 

 

スマホ電話 SIM 
型番：BM-SP-AM （標準 SIM） 
型番：BM-SP-AMM（マイクロ SIM） 

［ご参考］データ通信専用の 
Amazon.co.jp 向け SIM パッケージ 
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（製品について） 
スマホ電話 SIM は、3 種類の音声プラン（S、M、L）にデータ通信オプション（200kpbs 使い放題の U200、 
2GB まで高速通信の 2GB 定額）をつけることができる SIM です。普段は低速通信を利用しつつも、使い

たい「時にだけ」高速通信にワンタッチ切り替えができる Turbo Charge にもまもなく対応します。携帯

電話でのご利用であれば月額最低 1,290 円（プラン S の場合）で音声サービスをお使いいただけます。ス

マートフォンに移行される時に、データ通信オプションをお選びください。 
 
Amazon.co.jp で当製品（税込 3,150 円）を購入し、パッケージがお手元に届いたら、日本通信の専用 Web
サイトにて、SIM 電話番号およびお客さま情報を入力していただき、ご希望の通話プランおよびデータ通

信オプションを選択、本人確認書類をアップロードしていただきます。ご本人様の確認がとれましたら、

当社から住所確認コードをお送りします。住所確認コードを、お客さま専用サイト My b-mobile に入力し

ていただくと、最短で 1 時間以内にスマホ電話 SIM がご利用可能になります。利用可能になった時点で月

額基本料が決済され、その日がお客さまの起算日となります。 
 
 
 
■日本通信について 
1996 年 5 月 24 日、日本通信は新たなモバイルサービス事業のあり方を提示するため生まれました。それ

から 13 年の歳月を経て、2009 年３月、NTT ドコモとの相互接続により「MSO 事業モデル」を完成させ、

それから２年弱でこのモデルの収益性を実証しました。ネットワークを効率的に運用する当社独自の先端

技術やリアルタイムの認証技術などによって、ユニークな通信サービスをつくりだし、自社 b-mobile ブラ

ンド製品をお客様に提供する MVNO 事業、及びメーカーやインテグレータ他のパートナー企業に提供する

MVNE 事業を展開しています。 
MSO=Mobile Service Operator 
 
 
 
※LTE（Xi）対応端末ではご利用いただけません。 
※スマホ電話 SIM の 2 ヶ月以内の解約には解約金 5,250 円がかかります。 
※製品の詳細に関しては、http://www.bmobile.ne.jp/でご確認ください。 
※「Xi」「FOMA」は NTT ドコモの登録商標です。 
※「スマホ電話 SIM」は日本通信株式会社が商標登録出願中です。その他、文中の社名、商品名は、各社の商標または

登録商標です。 
※記載されている内容は、発表日時点の情報です。予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承くだ

さい。 
※Amazon.co.jp は Amazon.com,Inc.またはその関連会社の商標です。 
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